
 

 

精神科病院における精神障害者に対する虐待防止措置の取組について 
医療法人社団 五稜会病院 

理事長・院長 中島公博先生 

 

平成 24 年施行の障害者虐待防止法では、障害者虐待に関して医療機関には、研修の実

施及び普及啓発、虐待に関する相談に係る体制の整備等の規定はあるものの通報の義務

はなかった。一方、令和 4 年 12 月に成立した改正精神保健福祉法では、令和６年４月 1

日施行分に、「虐待防止のための取組を推進するため、精神科病院において、従業者等へ

の研修、普及啓発を行うこととする。また、従業者による虐待を発見した場合、都道府県

に通報する仕組みを整備する」ことが示された。厚生労働省作成スライドを示す。 

 

出典：「令和４年精神保健及び精神障害者福祉に関する法律の一部改正について」改正障害者総合支援法等の概要（厚生労働省）
（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/shougaishahukushi/kaisei_seisin/index_0
0003.html）を加工して作成 



 

虐待防止のための取組を推進するための、精神科病院における障害および障害者に関

する理解を深めるための研修の実施および普及啓発、虐待に関する相談に係る体制の整

備、虐待を防止するため必要な措置については、既に障害者虐待防止法に規定されてい

たことであるが、今回の改正精神保健福祉法に虐待防止に関する措置が規定されたこと

により、今後は、精神科病院の実地指導や改善命令の対象に含まれることになる。このこ

とから、精神科病院では、今後一層精神障害者に対する虐待防止の取組を推進する必要

がある。 

障害者虐待防止に関する厚生労働省の事業 

障害者虐待防止に関する事業としては、令和 2 年度障害者総合福祉推進事業（42 番)

「障害者虐待防止法に規定する障害者虐待の間接的防止措置に関する研究」と令和 3 年

度障害者総合福祉推進事業（28番)「障害者虐待防止の効果的な体制整備及び精神科医療

機関等における虐待防止のための啓発資料の作成と普及に関する研究」の 2 つがある。 

令和 2 年度 42 番事業では、 日精協の虐待防止・対応マニュアルと五稜会病院での虐

待防止の取り組みを紹介している。また、障害者虐待防止法第 29～31 条における、いわ

ゆる「間接的防止措置」という呼称は、積極的な取り組みを歪める印象があるので廃止を

出典：「精神科医療ガイド」虐待防止研修用コンテンツ第 1 講 精神保健福祉法改正について（公益社団法人日本精神科病院協
会）（https://www.nisseikyo.or.jp/guide/contents/）を加工して作成 



 

提案し、「各機関における虐待や不適切行為等の防止措置」という呼称変更に反映された。

令和 3 年度 28 番事業では、精神科医療機関等における虐待防止のための研修資料及び啓

発資料（精神科医療機関の職員用ポスター）が作成されている（図）。研修実施者向けの

解説書もついており、各スライドで研修受講者に伝えたいポイントなどが簡潔にまとめ

てある。研修時間、セルフワークやグループディスカッションの演習など、各病院のニー

ズに合わせて実施出来るような内容になっている。好事例として、五稜会病院他 5 つの

病院での虐待防止取組が取り上げられている。 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「精神科医療ガイド」虐待防止研修用コンテンツ第 1 講 精神保健福祉法改正について（公益社団法人日本精神科病院協
会）（https://www.nisseikyo.or.jp/guide/contents/）を加工して作成 
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精神保健福祉法に伴う虐待防止研修会用コンテンツの作成（日本精神科病院協会） 

日本精神科病院協会の虐待防止の取組として、既に「虐待防止・対応マニュアル」を作

成・公表しているところであるが、令和 5 年 7 月新たに各病院で虐待防止のための研修

会を開催するにあたっての研修資料となる「精神保健福祉法に伴う虐待防止研修会用コ

ンテンツ」を動画で作成しホームページにアップロードした。第 1 講から第 6 講まであ

り、第 1 講は、厚労省から「精神保健福祉法改正について」。第 2 講と第 3 講は、筆者の

担当で「虐待防止研修会開催のための管理者向けマニュアル」と「虐待に関して知ってお

くべきこと」。第 4 項は、日精協顧問弁護士から「虐待行為と刑法の関係」。第 5講と第 6

講は、日本精神科看護協会から「患者に対する接遇について」、「早期発見、予防に関する

取組」である。各講義は、それぞれ約 10 分間で、You Tube で閲覧できる。QR コードを

表示した一覧表も掲載しており、参考資料として、動画で用いたスライドも利用出来る

ようになっている。 

 

 

出典：「精神科医療ガイド」虐待防止研修用コンテンツ 虐待防止研修用コンテンツ QR コード一覧（公益社団法人日本精神科病
院協会）（https://www.nisseikyo.or.jp/guide/contents/contents_QRcode.pdf）を加工して作成 



 

五稜会病院での虐待防止の取組 

安心安全な医療を提供するための体制整備として、五稜会病院では、医療安全対策体

制を整備している。虐待相談窓口は医療安全対策、医療安全管理委員会の下に設けてあ

る。年に 1 回、全職員に対して、虐待防止チェックリストの実施を行っている。内容は、

患者への体罰など、患者への差別患者に対するプライバシーの侵害、患者の人格無視、患

者への強要、制限などである。また、精神科病院では、医療保護入院等診療料を算定する

場合には行動制限最小化委員会を設けなければならないが、五稜会病院では、行動制限

最小化委員会として、巡回マニュアルを作成している。不当な行動制限、虐待の防止を目

指し、定期的に院内を巡回して、人権を尊重し、法を遵守した行動制限がされているのか

を確認している。巡回シートは、職員用と入院者用の２つあり、入院者用では、隔離や身

体的拘束について「ご自身の隔離、身体的拘束の理由について教えて下さい。」「ご自身の

隔離、身体的拘束について納得していますか？」「隔離、身体的拘束について制裁や懲罰

あるいは見せしめを感じたことはありますか？」などを直接患者に確認する。巡回は年

に 2 回程度実施している。 

また、令和 5 年 6 月に、医師や師長・主任クラスの看護師 43 名に虐待に関してのアン

ケート調査を行った。虐待する側になると思われる職員の個人的特性や仕事への取組方

についての意見が寄せられた。また、虐待される側の特徴として、本人の性格的なものや

病状・介護・介助度からみての意見が寄せられ、これらをもとに虐待防止の対策を考える

必要がある。 



 

 
まとめ 

虐待防止に必要なこととして、虐待防止研修会だけにとどまらず、総合的な病院運営

を考える必要がある。風通しの良い職場環境、患者への接遇等である。職員一人一人が当

たり前の医療を行う。これが、究極の虐待防止に繋がると思っている。 

 
＜この原稿は、2023 年 12 月に執筆されたものです＞ 
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